
政策の柱 政策名 5　若者の職業的自立や起業の支援

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容 【参考】
R5予算額

23,383

2,730

7,962

57,631
の一部

22,544

326,228

77,890

4,150

61,700

3,000

11,000

28,100

132,550

100,000

2,800

800

24,700

（２）特に個別の支援
を要する若者に対す
る職業的自立の支援

　・「漁業経営等研修」委託事業（再掲）
　　　中核的な漁業者を対象に、漁業経営等に関する研修を実施

　・新規就農者育成資金交付事業
　　　新規就農者の確保と早期の経営確立のため、就農前研修期間中の生活安定及び就農後の
　　　経営確立に資する資金の交付

　・【拡】農業研修体制強化事業（再掲）
　　　「とやま農業未来カレッジ」において就農に必要な農業の基本的な知識や技術を習得できる
　　  通年研修等の実施、カレッジの定員の拡充や園芸の研修体制の整備に向けた検討・準備

　・若者自立支援ネットワーク形成事業
　　　富山県若者サポートステーションにおいて、ＮＰＯ等の関係機関と連携し、ニート等の
　　　若者の自立支援

　・学卒者等の若者に対する職業訓練
　　　技術専門学院において、学卒者等の若年者に対して職業に必要な基礎的な技能を
　　　習得させるため、２年間の訓練を実施

　・創業支援センター・創業移住促進住宅管理運営事業
　　　多くの起業家や移住者を呼び込み「ヒト・モノ・コト」が交流する拠点となるよう管理運営

　・【新】とやま創業支援拠点活性化事業
　　　創業・移住の交流拠点化に向けて、「ＳＣＯＰ ＴＯＹＡＭＡ」において集客イベントを開催

（３）若者の起業、個
別の産業分野におけ
る意欲ある担い手の
育成・確保

■個別の産業分野における人材育成

　・【拡】新規就農者機械導入支援事業
　　　新規就農者向け農業機械・施設等の導入支援（経営発展支援事業、就農スタートアップ
　　　支援事業）

　・とやま観光塾事業（再掲）
　　　国内外からの旅行者の多様なニーズに対応した次世代を担う観光人材の育成

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

人づくり

若者が、就業に必要な知識・技能の習得や起業へのチャレンジ支援などにより職業的・社会的に
自立し、自らの力で力強く人生を切り拓いていること。

■若者の就業支援

　・就職支援能力開発事業（再掲）
　　　－民間教育訓練機関等を活用し、求職者を対象とした多様な委託訓練の充実
　　　－人手不足分野（介護、保育、建設）、成長分野（情報）等の求人ニーズに対応した
　　　　 コースを設置

　・漁業担い手確保育成対策事業（再掲）
　　　とやま漁業担い手センター（県農林水産公社に設置）の活動を支援
　　　　活動内容 ： 就業希望者等の相談窓口の設置、求人・求職情報の収集・提供、
　　　　　　　　　　　  漁業体験中期研修の実施等

■若者の起業支援

　・【拡】とやまスタートアップ「T-Startup」創出事業
　　　成長するスタートアップ企業の創出に向けた案件の発掘と集中的な支援を実施

　・創業プログラム等実施支援事業
　　　市町村・商工団体等が実施する創業スクール等の開催経費を支援

　・スモールビジネス創業支援事業
　　　年齢やキャリアに関わらず、誰もが起業にチャレンジできる環境を整備するため、
　　　スモールビジネス・コミュニティビジネスでの起業・新分野展開に必要な経費を助成

　・若者の技能検定受検料負担の軽減
　　　ものづくり分野等における若年者の技能向上を支援するため、若年者の技能検定受検料を
　　　減免し、受検しやすい環境を整備

（１）若者の職業的自
立と県内学生の県内
定着・職場定着

　・ヤングジョブとやま等運営事業
　　　若年者に対する職業相談、情報提供、合同企業説明会・セミナー、職業紹介を実施

■若者の社会的・職業的自立の支援

  ・企業での実習を併用した実践的な職業訓練（デュアルシステム）
　　　若年者を対象として、基礎的な訓練と企業実習を組み合わせたデュアルシステム訓練を実施



＜参考＞
活動指標

20,153人 30,000人 30,000人ヤングジョブとやまの利用者数（再掲）

指標の説明

ヤングジョブとやまの利用者数

現況
R3年度

目標

指標名 R3
(2021年度)

R8
(2026年度)


